
書式第 12号 (法第 28条関係)

事業報告用

2022年 度 事業報告書

生豊壁墾墜勘二人ピ」匹互生立

1 事業の成果

22年度は各事業の安定運営を目標に活動を進めてきた。妊娠葛藤相談窓口「にんしん SOS東京」は、新たに開始
した TwitterDM相談の導入が進み、これまで繋がれなかった層と繋がることができるツールとしてうまく機能し

ている。相談者数は対昨年で 1.9倍 に増加したが、その背景にはDM相談と併せて本格的に取り組んできたTwitter

広報の効果が考えられる。同行支援は例年並みとなつたが、同行支援に至るまでに本人や関連機関とのやり取りが

60回にも及ぶケースもあり、繋がって、必要な社会資源に繋げるためには、丁寧なやり取り。調整力が必要である

ことを改めて感じている。中絶後の相談窓口「PUPU」 も、対昨年比で相談者数が 2倍を超え、社会的ニーズの高
さを感じている。忙しさの増した 1年ではあったが、相談員の採用育成も予定通り進み、チームで支援に当たる体

制が維持できている。今後も引き続き、相談者にとって垣根の低い、相談しやすい窓口であり続けるために、相談

窓口や広報のあり方を見つめ直し、アップデー トし続けていきたい。

5年 目となる支援者育成研修 (研修 A&B)について、研修受講者の中から、予定相談員数を新たに採用すること

ができた。一方で、研修 Aの定員数を 1.5倍に増加させたが、日標定員数までは届かなかった。受講者の満足度は

引き続き高い。一人でも多くの人に受講をしてもらえるよう、来年度は周知方法を見直して臨みたい。

政策提言については、21年度に引き続きリプロ関連で多くの声がかかり、賛同団体として現場の声を様々な場で発

信することができた。 「妊娠葛藤白書」については、緩やかに売れ続けている。来年度も同様の活動を継続してい

きたい。

projectHOME(居 場所事業)で展開している「ぴさら」 (居所のない妊婦のための居場所)「 ピコの保健室」

(地域における包括的性教育)「ぴこカフェ」 (豊島区より委託され運営している女の子/女性のための居場所)は
人員不足の中ではあったが、それぞれ高まるニーズに精一杯の対応を行うことができた。「ぴさら」については、

昨年度より里帰りのような日帰りやショー トステイの利用希望が顕著に増えている。これらのニーズに応えるべく

キャパシティの課題を解決するため、新たな拠点を得ることとした。来年度は、各居場所の運営を担う人材育成に

努めつつ、現場の新たなニーズに少しずつでも応えていきたい。

最後に、事業の安定運営には、安定的に財源を確保していくことが必須となる。22年度は念願の認定 NPOを取得

することができた。この点も活かしながら今まで以上に寄付等の資金調達に力を入れていきたい。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 ( 費の総費用 170】 千円)

定款に

記載

された

事業名

事業内容 日時 場所

従事
」ヒ´
日

人数

受益

対象
」に´
日

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千

円)

性の健

康や妊

娠・出

産に関

する相

●妊娠葛藤相談窓回の運営

1.に んしん SOS東京

2.にんしん SOS埼玉

3.に んしん SOSち ば

※産む 。産まない、 育て

【相談窓口開設時間】

1.に んしん SOS東京(自

主運営):365日 16:00～

23:00(電 話)

2.に ん しん SOS埼玉(埼

玉 県 よ り委 託 ):365日

【相談受

付方法】

メール 。

電 話 。

twitter

)(twitter

相 談 は

約 44
ノ0ア
イコ

日本

全国

【妊娠葛藤相談窓

口】
。相談人数 3,357

人
。相談延回数 :

13,802回

48,796



談支援

事業

る 。育てないにかかわ ら

ず、にんしんにまつわる全

ての 「困った」 「どうし

よう」に寄り添う

●中絶後の相談窓日の運営

16:00--23:00(電 話)

3.に んしん SOSち ば(千

葉 県 よ り委 託 ):365日

16:00～ 23:00(電話)

※3つの窓口共通:メ ール

は 24時間年中無休で受

付・必要に応じて医療機

関や行政への同行支援を

実施

【相談窓口開設時間】

メールにて 24時間年中

無休で受付 (返信対応

は 1回ノ週)

「にん し

ん SOS東
京 」 のみ

で実施

※ 同行 支

援 につ い

て は、相

談 者 が居

住 す る地

域 にア ウ

トリーチ

中絶 後 の

相 談 窓 口

は 、 メー

ル の み で

受付

・同行支援回数 :

57回

※いずれも3つの

窓日の合計数

【中絶後の相談窓

口】

・相談人数 85人
。相談延回数 316

回

● 支援者養成研修 「思い

がけない妊娠相談事例から

学ぶセミナー(A&B研修)」

の開催
A:2022ノ 9/17

B:2022/10/1&10/16

A:オ ン

ライン

B:1日 目

オ ン ライ

ン,2日 目

豊島区(東

京)

約 10
″
イコ

約 10
ノ0ア

1に1

日本

全国

参加人数

A:90名ノ定員 150

B:48名ノ定員 50

●「妊娠葛藤 自書」販売

(2021年 4月 1日 発行)

●「妊娠葛藤白書」を活用

した政策提言活動

通年

オ ンライ

ン販売

提 言 先 :

厚労省他

約 10
″

`■

日本

全国

販売数 :119冊

●妊娠葛藤を取り巻く課題

を啓発するための講演活動
依頼に応じて

オ ンライ

ンを中心

|ご講演

約 10
″
イコ

日本

全国
約 5,000人

青 少 年

や 母子

の健 康

推 進 に

関す る

啓 発普

及や そ

れ に関

連す る

事 業

●居所のない妊婦のための

居 場所 づ く り 「project

HOME」

1.「ぴさら」の運営

2.リ サーチ活動「若年妊婦

のための居場所 「ぴさら」

～3年間のあゆみ～」制作

3.他地域で妊産婦の居場所

運営を行っている団体との

共同勉強会実施

通年 豊島区 約 30

名

関東

圏を

中心

に

日本

全国

【ぴ さ ら利用状

況】

宿泊利用人数 (妊

産婦 9人 )

デイ利用回数 :69

人

【共同勉強会】

実施回数 :3回

延べ参加人数 :約

60人

43,374



●ピコの保健室

主に 10代を対象とした包

括的性教育の継続的実践

1.来所型

2.出張型

※他機関 (学校や地域のユ

ースセンター等)と連携し

た出張型保健室

3.講演型

●ぴこカフェの運営

主に 10・ 20代の若年女性

を対象に、安心して相談も

できる居場所の運営 (豊島

区より委託)

※生理用品の無料配布等を

通 して、体 の こと、関係

性、パー トナーシップなど

についての相談機会も積極

的に提供

【ピコの保健室開催 日】

1.来所型 :随時

2.出張型 :各施設で月 1

回程度

3.講演型 :依頼に応じて

【ぴこカフェ開催日】
・ 月 2回 (第 2火曜 日、

第 4 日曜 日 ) 15:00～
19:00

※22年 4月 ～23年 4月

豊 島 区 を

中心 に関

東圏

池 袋 サ ン

シ ャ イ ン

シ テ ィ 内

GLOCAL
CAFE

約

名

Ｑ
υ

″Э約

名

本

国

日

全

島

を

心

関

豊

区

中

に

東圏

【ピコの保健室】

1～3合計 :

約 300人

出張保健室 :34回

開催

包 括 的性 教 育 講

座 :1回開催

【ぴこカフェ利用

者数】

・211名



事 業 報 告 用
書式第 13号 (法第 28条関係)

2022年度 活動計算書 (その他事業がと塾場合)
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555.000
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棚卸高を含む )

給料手当
法定福利費
通勤費

775

0

000

0

661

0

224
000

0

議会費

1,

1,364,

14,338
0

15,671

7,904
206,802
78,

1,320,

1, 185,



書式第 15号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2022年度 貸借対照表
ピ コ ― レ

二
l

q 金  額 小 計 。合 計~]―
の
~コ

「

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

636,067建物付属設備

|

|

現金預金
未収金
棚卸資産 (商品)

前払費用
短期貸付金
仮払金

678,590
410,000
185,000
29,800

300,000

【A】 資 産 合 計 ①+② 27,3461

3-1 負 債 の 都

未払金
未払費用
未払消費税等
未払法人税等
前受金

預り金

1

5,

目  4匿 等  :汁  (3)+(4) 8.569.66`

19.277.066

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 | 27,846,730



2022年 度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ビッコラーレ

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は原価基準で行っています。

(2)固定資産の減価償却の方法
建物附属設備は、定額法によっています。

(3)消 費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

事業別損益の状況

科 目
性の健康や妊娠 。出
産に関する相談支援

事業

青少年や母子の健康
推進に関する啓発普
及やそれに関連する

事業

事業部門計 合計

0

22,310,055

41,204,809
41,749,318

0

l【lh_264_ lXツ

33,545,947 23,587,403

4,350,600
2, 122, 103

808_ 179

管理部門

58,561,559

4,834,000
3,867.525

903 0,R
Xh_フ リh_X9X RI〕 X‖X フX馬 hh lh島  lXR

5,764,000

0

404,901

140,414

1,031,040

90,866

0

531,418

419,000

IX_499_hり U 12_hil h_41lX 21_ll【 ,4_99X 4 199 h:{X :{〔l ツ〔14 hXh

4Ж _79誦_48Ж 43_373_‖ 盟H 92_ 170_ 181 誦_7il■_514

13.094.U01

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
役員報酬
法定福利費
通勤費
人件費計

(2)その他経費
業務委託費

支払手数料
租税公課
雑費
諸謝金
印刷製本費
新聞図書費
施設等利用料
診療費支援等費
食糧支援費用
生活用品等費
生活費支援費
面談費
給食費
減価償却費
売 上 原 価 (書籍欄卸高含む)

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

福利厚生費
旅費交通費
支払報酬料
通信運搬費
地代家賃

交際費
諸会費

什器備品費
消耗品費
水道光熱費
保険料
会議費

-3.198.411 V.89b.59U



科 目 取 得 減 少

300,000

90,866 636,067

300,000

К〔‖l IIII り〔I X15 りXh_1167

726,933

合 計

建物附属設備

投資その他の資産
敷金

３

　

　

４

使途等が制約された寄附金等の内訳
なし

5 役員及びその近親者
役員及びその近親者

との取引の内容
との取引は以下の通りです。

6
その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法
【収益】

2022年 度の受取寄附金の合計金額は「241511,255円 」です。そのうち、クラウドファンディング受取寄附金である「11,006,000円 」は、45:35:
25の割合で定款事業「性の健康や妊娠 。出産に関する相談支援事業」、定款事業「青少年や母子の健康推進に関する啓発普及やそれに関連する事
業」、「管理部門」で按分を行いました。またそれ以外の受取寄附金「13,505,255円 」は、75:25の 割合で定款事業 「性の健康や妊娠 。出産に関
する相談支援事業」、定款事業「青少年や母子の健康推進に関する啓発普及やそれに関連する事業」で接分を行っています。

【費用】
。各事業の事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、役員報酬、通勤費、旅費交通費、法定福利費等については、従事割合に基づき接分
を行っています。また「クラウドファンディング」にかかった手数料「1,694,924円 」 (支払手数料)は、クラウドファンディング受取寄附金の按
分比率に準じ、45:35:25の割合で定款事業「性の健康や妊娠 。出産に関する相談支援事業」、定款事業「青少年や母子の健康推進に関する啓発
普及やそれに関連する事業」、「管理部門」で按分を行いました。その他費用は、定款上の事業 (1性の健康や妊娠・出産に関する相談支援事
業、2青少年や母子の健康推進に関する啓発普及やそれに関連する事業)及び管理部門で直接配賦で行っています。

科 目
計算書類に計 Lさ

れた金額
内、役員との取引

囚、近親者及ひ

支配法人との取

200,937 128,00024,511,255

24.511.255 206.937 1 128.000

0 110,000

7 140 ,lR

(活 動計算書)

受取寄附金

活動計算書計

(貸借対照表)

未払金
未払費用
貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係)

2022年度 財産目録

事 業 報 告 用

ピ コ レ

単位 :円
合  計

責 産 の 部

23,620,435

737,779

678,590
商品 (書籍)

185,000

仮払金

現金預金
ゆうちょ銀行 普通預金
ゆうちょ銀行 当座
楽天銀行 普通預金
三井住友銀行 普通預金

未収入金
性の健康や妊娠 。出産に関する相談支援事業未収入金

前払費用
2023年 4月 分家賃

短期貸付金
利用者

合 計 ① 26.91C

636,067
636,067建物付属設備 (拠点場所)

300,0001敷金

【メ

27,846,730【A】 資 産 合 計 ①+②

-1】 負 僣 の 部

1,679,

730,500

利用者
預り金

0,

未払法人税等

給料等源泉所得税
報酬源泉所得税
従業員住民税
従業員社会保険料

1 000

5,350,2262023年 3月

2023年 3月

,     428,7361

1       20.5581

1   25i6001
1      89,0191

分役員 。従業員等給料・交通費等
分委託費

未払金
2022年度社会保険料等
2023年 3月 分業務委託費
2023年 3月 分支払報酬料
2023年度分水道光熱費
2023年度施設使用料等
2021年度ICBカ ード
2022年度VISA(ラ イフ)カ ード
その他 (消耗品費他)

未払費用

【【

【B-1】 負 債 合 計 ③十④ 8,569,664

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 19,277,





書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社員名簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人ピッコラーレ

氏   名

1 中島かおり

2
土屋麻由美

3 松下清美

4 石川治江

Ｆ
Э

宗尚子

ハ
０ 大庭美代子

７
〓

内田綾子

8 上名主 望

9 由利雅子

10 宮本 恵




